
質     問 回     答 

入札方式別発注工事の状況について 

○特に意見なし  

質     問 回     答 

指名停止等の状況について 

○特に意見なし  

１．一般競争入札（工事） 

【令和３年度 水利施設等保全高度化事業 中の島新田地区 ポンプ設備補修更新工

事】    〔発注機関：農林水産部 農地整備課〕 

○参加資格設定時の対象参加者は 28 者だ

ったのに対し、実際に入札したのは 1

者だったのはなぜか。 

 

○条件の客観点数を下げれば応札者が増

えるのではないか。 

 

 

○今回の落札者が、当施設のポンプメンテ

ナンスを行っているのも影響しているか

もしれない。 

 

○品質確保のため、一定の技術力が必要で

あることから、客観点数の条件を決めて

いる。 

 

２．一般競争入札（工事） 

【宍道湖流域下水道（宍道湖東部浄化センター）防災安全交付金 汚泥処理（機械設

備）改築工事】 〔発注機関：土木部 下水道推進課〕 

○落札率が 99.82％と非常に高い。 

 県の設計と業者の設計がこのようにほ

ぼ同じになることは不自然ではない

か。 

 

○機械単価は、受発注者とも同じだがこ

れも自然なことか。 

 

 

○脱水機の改築は過去に実施したことは

あるか。 

 

○中国支社と契約しているが、県内に施

工実績のある業者はいないのか。 

 

○県は積算基準に基づき標準的な金額を設

計していることから、業者の設計がほぼ

同じとなっても不自然ではないと考え

る。 

 

○機械単価は物価調査会に依頼し標準的な

価格を決定していることから、不自然で

はないと考える。 

 

○今回が初めて。 

 

 

○いない。 

 

 

 

 

 



３．一般競争入札（業務） 

【令和３年度県有施設定期点検業務】  

〔発注機関：総務部 管財課〕 

○毎年している業務か。 

 

 

○令和 3 年度から随意契約から一般競争

へ変更したようだが、随意契約はどこ

としていたのか。 

 

○どの業者でもできるか。県内業者でも

可能か。 

 

○予定価格はどうやって決めたか。 

 

 

○一般競争にした結果、落札金額が下が

ったのか。 

○毎年実施している。点検周期が３年なの

で、施設を 3 つに分けて実施している。 

 

○今回の契約者である。民間業者も行える

業務なので今回一般競争へ変更した。 

 

 

○基本的に入札参加資格者名簿に登載さ

れ、必要な資格があれば可能。 

 

○県も直営で行っていることから歩掛を設

定している。 

 

○業務ごとに作業量が違うため一概に比較

はできていない。 

 

４．随意契約（工事） 

【浜田港 福井地区 多目的荷役クレーン修繕工事 】  

〔発注機関：土木部 浜田港湾振興センター〕 

○導入時は競争入札か。 

 

○金額と工事内容は妥当か。 

 

 

○保守点検結果で、対応が必要なら随意

契約か。 

 

○一般競争入札で決定。 

 

○事前に見積依頼し、工事価格を決定して

いる。 

 

○そのとおり。 

 

５．特別簡易型一般競争入札（工事） 

【出雲商業高等学校長寿命化（管理棟外壁改修外）工事】  

〔発注機関：総務部 東部県民センター出雲事務所〕 

○一者応札の理由はなにか。 

 

 

 

 

○施工時に配慮すべきことはあるのか。 

 

○学校を使いながらの工事であり、作業の

制約や生徒の安全面等考慮すると大変な

工事と思われ、参加をためらわれた者も

あったと推察している。 

 

○授業中は騒音を伴う作業を避ける等配慮

する必要がある。 



○その結果作業時間が制約され業者にし

わ寄せがこないか。 

 

○必要に応じて工期延期をする。 

 

 

６．特別簡易型一般競争（工事） 

【湖陵掛合線（三部工区）防安交付金（交通安全）工事 第６期 】 

〔発注機関：土木部 出雲県土整備事務所〕 

○１者入札の要因はどのように考えてい

るか。 

 

 

○落札率１００％だが、予定価格は公表

しているか。 

 

○第１～５期は同じ業者か。 

 

○過去の落札率はどのような状況か。 

 

○ＪＲ近接工時であり、夜間工事を伴うこ

とや災害復旧工事や山陰道の工事で技術

者不足も影響しているかもしれない。 

 

○している。 

 

 

○違う業者も落札している。 

 

○手元に資料がない。後日提示する。 

 

７．特別簡易型一般競争（工事） 

【令和３年度（補正） 水産生産基盤整備事業 西郷漁港 港橋耐震補強工事】 

〔発注機関：隠岐支庁 農林水産局〕 

○補強工法は県庁が決めるのか。 

 

 

○複数の工法から、施工業者が決めるこ

とはできないのか。 

 

○管内業者しか応札できないのか。 

 

○隠岐支庁農林水産局が設計時に決めてい

る。 

 

○発注者として総合的に判断して決定して

いる。 

 

○要領により管内業者と決定している。 

 

８．指名競争入札（業務） 

【西郷港（小田地区） 港整備交付金（港湾）工事 設計業務 】 

〔発注機関：隠岐支庁 県土整備局〕 

○予定価格は見積により決定している

か。 

 

○積算基準に基づき算出している。 

 

 

９．一般競争入札（工事） 

【玉湯吾妻山線 佐白工区 防安交付金（雪寒）工事 第７期】 

〔発注機関：土木部 雲南県土整備事務所〕 

○第６期も一般競争入札か。 

 

 

○そのとおり 

 

 



○過去の応札状況はどうなっていたか。 

 

 

 

 

○前回の３期工事の応札状況はどうなっ

ていたか。 

 

○仁多管内でも災害復旧工事が本格化し

ているから 1 社応札なのか。管内業者

が少ないのでは。 

 

○過去は最少で 2 者応札、平均３～４社応

札している。但し３期工事は今回と同様

の工事だが、それ以外は地中部分等の工

事である。 

 

○今回と同じ業者が落札している。応札は

2 者。 

 

○そのように考えている。管内のＡ等級は

９社いるため決して少なくはない。 

 

１０．指名競争入札（工事） 

【（主）邑南飯南線 道路災害復旧工事（３災第７３０号）】 

〔発注機関：土木部 県央県土整備事務所〕 

○違算による無効とはどのような内容

か。 

 

○タテヨコ計算における間違いである。 

 

 


